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令和６年能登半島地震災害義援金を受け付けています。
受付場所：市役所総合案内および吉田・大滝・荒川総合支所窓口

秩父市防災行政無線放送

ちちぶ安心・安全メール
防災・防犯・火災などの防災行政無線の内容を配信中！

右のＱＲコードを読み取って
ください。

の内容を☎で確認
できます。〈通話料無料〉
☎０８００-８００-５７４７

でも

　梅雨時期から10月にかけては、台風などにより、低
い土地での浸水や土砂災害が発生しやすい時期です。

積極的に情報収集を
避難情報　ちちぶ安心・安全メールや、防災行政無線、
市Ｃで発信しています。
気象情報　テレビ、ラジオ、気象庁のＣで確認してく
ださい。

戸別受信機（防災ラジオ）を無償貸与して
います
対　象　65歳以上の方のみの世帯、災害等により孤立
地域になる可能性のある世帯、土砂災害警戒区域にお
住まいの世帯、聴覚の障がい者手帳の交付を受けてい
る方がいる世帯、避難行動要支援者名簿に登載されて
いる方がいる世帯、川沿いにお住まいの世帯、通常時
に屋外放送が聞き取れない世帯

戸別受信機（防災ラジオ）の管理にご協力
ください
　電池の液漏れによる機械の故障防止のために、年１
回程度の乾電池交換をお願いします。

避難の方法
　避難とは難を避けること、安全を確保することで
す。「自らの命は自らが守る」意識を一人一人が持ち、
普段からどう行動するか決めておきましょう。
●在宅避難
　避難所への移動だけが避難というわけではありま
せん。ハザードマップで自宅周辺の状況や避難所ま
での避難経路をご確認いただくとともに、自宅での
安全が確保されている場合は、自宅の安全な場所へ
避難する在宅避難にご協力ください。
家具などの転倒・落下防止を
　背の高い家具や、テレビなどはL字金具や支え棒
などで固定しましょう。
●親戚や知人宅への立退き避難
　近くの安全な親戚や知人宅など、避難所以外への
避難も検討してください。
●避難所への立退き避難
　スリッパ、常備薬など自身が必要とするものの持
参と、暑さ対策や防寒対策をお願いします。
※�重症化リスクが高い方への感染症の感染を防ぐた
め、避難所ではマスクの着用を推奨します。

１危機管理課☎２２－２２０６

災 害 に 備 え て

ちちぶエフエムで
秩父市の情報を発信中！
秩父市インフォメーション
　毎日７時55分から３～５分間
〇FMの79.0MHzにチューニン
グ！

〇スマートフォンでも、「ＦＭ
プラプラちちぶエフエム」か
ら！
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☆この宝くじの収益金は市町村の明るく
   住みよいまちづくりに使われます。

☆お求めは埼玉県内の宝くじ売り場で！
ご当地クーちゃん
埼玉県 ジャンボこいのぼりクーちゃん

ササ ママ ーー ジジ ャャ ンン ボボ ７７ 億億 円円
（１等５億円・前後賞各１億円合わせて）

ササママーージジャャンンボボミミニニ55,,000000万万円円
（ １等３千万円・前後賞各１千万円合わせて）

７７月月８８日日㊊発売！発売期間７/８(月)～８/８(木)１枚 ３００円

　ちちぶ医療協議会では、ロコモティブシンドロー
ム（運動器症候群）の予防に取り組んでいます。ロ
コモ予防に興味のある方は、ぜひご参加ください。
　参加者にはヨガマットをプレゼント！
※�ロコモ…運動器（骨・筋肉・神経など）の障害に
より運動能力が低下したため、要介護になる危険
が高い状態のことです。
と　き　８月27日㈫14時30分～16時30分
ところ　歴史文化伝承館２階ホール
内　容　ちちぶお茶のみ体操(通称：茶トレ)
　　　　ロコモ予防についての講話
※秩父市版健康マイレージの対象事業です。
講　師　渡會 公治 氏、宮原 富士子 氏
定　員　50人（申込順・参加費無料）
持ち物　水分補給用の飲み物
※運動のできる服装でお越しください。
２７月16日㈫９時～８月９日㈮までに
　電話で地域医療対策課へ
１地域医療対策課☎２２－２２７９

　恋たまは、埼玉県が運営する公的結婚支援機関で
す。開設から６年で成婚数４６７組、ＡＩマッチン
グでメディアにも取り上げられています。
　前回も大好評だった秩父での出張登録会を再度開
催します。市在住の方は、割引価格で利用できるの
で、この機会にぜひご登録ください。
と　き　７月28日㈰10時～16時
※１人20分程度 ×10枠（事前予約制、先着順）
ところ　歴史文化伝承館１階研修室
対　象 ①～③全てに当てはまる方
①結婚を希望し、自ら婚活する意思がある２０歳以上
の独身の方、②埼玉県内に在住、在勤、または近い
将来埼玉県への移住を考えている方、③電話回線の
あるスマートフォンをお持ちの方
持ち物　写真付きの身分証明書（免許証、パスポー
ト、マイナンバーカードなど）
費　用　秩父市在住の方 １万１，０００円（税込・
２年間有効）※後日振り込みとなります。
２恋たまＣから仮登録し、相談会場で「秩父市」を
選択して予約してください。
１ＳＡＩＴＡＭＡ出会いサポート
センター事務局
☎０４８－７８９－７７２１
（月～金曜日　９時～17時）

【vol.９出演者】

【vol.10出演者】

大好評・恋たま出張登録会（本人確認の
ための面談）を実施します！

秩父宮記念市民会館　自主事業
けやきらくごvol.９・vol.10
　Vol.９は昨年７月のけやきらくごにご出演いた
だいた古今亭始さんの真打昇進記念として「始
改メ古今亭伝輔真打昇進披露スペシャル」をお
届け！ 始さんと縁の深い落語家さんも駆け付け、
しゃべって！さいたま秩父編を開催します。
と　き　vol.９：９月23日（月・休）
　　　　vol.10：11月18日㈪
　　　　各日18時30分開演（18時開場）
ところ　けやきフォーラム
出　演　�vol.９：古今亭伝輔・林家けい木・立川志の太郎

vol.10：三遊亭青森・柳家小ふね
料　金　 【全席自由】各回１，０００円　
　　　　※未就学児の入場不可
２①電話予約☎２３－２２９４
※�予約後、翌日から２週間以内に市民会館ホール事務室に
てチケットをお引き取りください。
　②窓口販売　市民会館ホール事務室
①②ともに９時～18時・火曜日休館
１市民会館☎２４－６０００（９時～18時・火曜日休館）

茶トレ講習会を開催します



地域包括支援センターだより
認知症にやさしい地域づくりのために
　地域包括支援センターでは、認知症についてのさ
まざまな取り組みを進めています。
認知症サポーター研修会
　認知症サポーター養成講座を受講した方のための
再学習、ステップアップの研修です（３回で１コー
スとなります）。
講　師　介護老人保健施設エスポワール秩父
　　　　相談員　内海 巨史 氏

２７月19日㈮までに下記へ
１秩父地域包括支援センター☎２２―２５８２
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とき ところ 内容（予定） 定員

① ７月25日㈭
10時～11時30分

歴史文
化伝承
館１階
研修室

「認知症サポーター
養成講座のおさらい」

20人② ９月27日㈮
10時～11時30分

「認知症の方との接
し方（体験型）（予定）」

③ 10月30日㈬
10時～11時30分

「グループワーク
（予定）」

認知症カフェへ出掛けてみませんか？
　認知症になっても安心して地域で暮らすため、認
知症の方、ご家族、地域の方、どなたでもお気軽に
参加できます。
　介護に関する日ごろの悩みや世間話など、一息つ
ける交流の場で、専門職に相談することもできます。
　まずは一度、出掛けてみませんか？

カフェの名称 とき・ところ

オレンジカフェ
「あおば」
小柱１９６

☎６２－５３５７

７月11日㈭、10月12日㈯
13時30分～15時
会場：７月・大田公民館

10月・デイサービスふたば
定員：15人　参加費：無料

オレンジカフェ
「まんよう」
下吉田７６２４－４
☎２６－７５１５

10月19日㈯
14時～15時30分
会場：万葉の郷
定員：15人　参加費：１００円

オレンジカフェ
「グリーンカフェ楓」
荒川上田野７６６－１
☎５４－３２１０

９月７日㈯・11月９日㈯
13時30分～15時30分
会場：デイサービスセンター楓
定員：15人　参加費：１００円

出典：消費者庁イラスト集より
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「後期高齢者医療被保険者証」が更新されます
　８月１日から新しい保険証（有効期限：令和７年
７月31日）に切り替わります。新保険証は青色で、
７月中に郵送します。
　なお、世帯の所得状況等により、毎年８月１日で
負担割合の判定をしています。窓口負担（１割・２割・
３割）は、保険証に記載の負担区分をご覧ください。
後期高齢者医療保険料額決定通知書を郵送します
　納付書が同封されている方は、金融機関等で納め
てください。それ以外の方は受給されている年金か
らの天引きか、登録いただいている口座からの引き
落としとなりますので確認してください。
１保険年金課☎２５－５２０１

　本年度の敬老会は、昨年度同様に集会形式で開催
することを基本にします。
　しかし、敬老会会場の設置状況や実施内容等で開
催することが難しい町会もあることから、①集会形
式での開催、②高齢者の見守りを兼ね記念品を配布
する形式のいずれかを各町会ごとに決定していただ
くことになりました。
　参加者・関係者の安全を考慮しての決定となりま
すので、ご理解いただきますよう
お願いします。
対　象　�昭和23年４月１日以前に

ご出生された方
１高齢者介護課☎２５－５２０５

敬老会開催のお知らせ後期高齢者医療制度にご加入の方へ

高齢者介護課からのお知らせ
令和６年度介護保険料決定通知書を送付します
送付時期　７月中旬
　納付すべき金額と納付方法について記載していま
すので、ご確認をお願いします。

　介護保険の施設サービスや短期入所サービスを利
用する場合、食費、部屋代および日常生活費は自己
負担が原則ですが、表の要件を満たす方は、申請に
より、食費と部屋代の軽減が受けられます。
対象者の要件　（下表参照）

介護保険施設利用時に、食費と部屋代の軽減が受けられます（利用者負担限度額認定）

社会福祉法人などによる利用者負担の軽減制度が
あります
　住民税非課税世帯の方で、世帯の収入状況等を勘
案し、生計が特に困難と判断される方に対して、サー
ビスを提供する社会福祉法人等が利用者負担を軽減
する制度です。

要介護認定を受けている方へ「介護保険負担割合証」
を送付します
送付時期　７月中旬
　現在ご使用の介護保険負担割合証は、有効期限が
令和６年７月31日までとなっています。８月１日か
ら１年間有効の割合証を送付しますので、ご自身の
負担割合をご確認の上、ご利用の施設にご提示くだ
さい。

※�申請の要件や必要書類など詳細についてはお問い
合わせください。

２・１高齢者介護課☎２５―５２０５
各総合支所市民福祉課　吉田☎７２―６０８２
大滝☎５５―０８６５　荒川☎５４―２１１６

手続きに必要なもの　①申請書兼同意書、②利用者
本人および配偶者の預貯金通帳のコピーまたは原本
（２か月以内に記帳したもの）、③利用者本人および
配偶者のマイナンバーがわかるもの、④申請者（窓
口に来る方）の本人確認ができるもの

利用者負担段階 対象者
預貯金等資産要件
単身 夫婦

第 １ 段 階 ・世帯全員が住民税非課税で、老齢福祉年金を受給している方
・生活保護受給者 １，０００万円以下 ２，０００万円以下

第 ２ 段 階 世帯全員が住民税非課税で、 前年の合計所得金額と課税年金収入
額と非課税年金収入額の合計が年間で８０万円以下の方 ６５０万円以下 １，６５０万円以下

第３段階① 世帯全員が住民税非課税で、 前年の合計所得金額と課税年金収入
額と非課税年金収入額の合計が年間で８０万円超１２０万円以下の方 ５５０万円以下 １，５５０万円以下

第３段階② 世帯全員が住民税非課税で、前年の合計所得金額と課税年金収入
額と非課税年金収入額の合計が年間で１２０万円超の方 ５００万円以下 １，５００万円以下
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「被保険者証兼高齢受給者証」が交付されます。
お願い
　有効期限の切れた古い保険証などは、個人情報に
ご留意の上、ご自身で破棄していただきますようお
願いします。
１保険年金課☎２５－５２０１
各総合支所市民福祉課　吉田☎７２－６０８２
大滝☎５５－０８６３　荒川☎５４－２３９５

手続きに必要なもの
○国民健康保険
・保険証
・世帯主と認定を受ける方の
　マイナンバーがわかるもの
・本人確認書類
○後期高齢者医療
・保険証
・マイナンバーがわかるもの
・本人確認書類
１保険年金課☎２５－５２０１
各総合支所市民福祉課　吉田☎７２－６０８２
大滝☎５５－０８６３　荒川☎５４－２３９５

「国民健康保険被保険者証」が更新されます
　８月１日から新しい保険証に切り替わります。有
効期限は令和７年７月31日です。（年齢等の要件に
より７月31日以前に有効期限が設定されている場合
があります。詳しくは保険証に同封の通知をご確認
ください。）新保険証はピンク色で、７月中に郵送
します。　　
　70歳から74歳の方は、自己負担割合が記載された

　「限度額適用認定証」または「限度額適用・標準
負担額減額認定証」を提示することにより、一医療
機関ごとの窓口での支払いが自己負担限度額までと
なります。
　年齢・所得に応じた限度額は下表のとおりです。
　住民税非課税世帯の方は、入院時の食事代が減額
となる場合があります。手続きが遅れると食事代の
減額は受けられません。
　認定証が必要な場合は、手続きをお願いします。
　なお、後期高齢者医療の被保険者で昨年度中に認
定証の交付を受けていた方は、新しい認定証を７月
中に郵送します。
※�昨年の所得により郵送されない場合があります。
届かない方はお問い合わせください。

国民健康保険にご加入の方へ

高額療養費の窓口負担が軽減されます

区　　分 限度額（３回目まで） 限度額（４回目以降） 申請手続き
ア 年間所得901万円超 252,600円＋ （医療費の総額－842,000円） ×1％ 140,100円 必要
イ 年間所得600万円超901万円以下 167,400円＋ （医療費の総額－558,000円） ×1％  93,000円 必要
ウ 年間所得210万円超600万円以下  80,100円＋ （医療費の総額－267,000円） ×1％  44,400円 必要
エ 年間所得210万円以下 57,600円  44,400円 必要
オ 住民税非課税世帯 35,400円  24,600円 必要

区　　分 外　来
（個人単位）の限度額

外来＋入院
（世帯単位）の限度額 限度額（4回目以降） 申請手続き

現役並みⅢ 課税所得690万円以上 252,600円＋（医療費の総額－842,000円） ×1％ 140,100円 不要
現役並みⅡ 課税所得380万円以上690万円未満 167,400円＋（医療費の総額－558,000円） ×1％  93,000円 必要
現役並みⅠ 課税所得145万円以上380万円未満  80,100円＋（医療費の総額－267,000円） ×1％  44,400円 必要

一　　　般 課税所得145万円未満 18,000円
年間上限144,000円 57,600円  44,400円

※入院を伴う場合のみ 不要

低 所 得 Ⅱ 住民税非課税世帯  8,000円 24,600円 － 必要
低 所 得 Ⅰ  8,000円 15,000円 － 必要

70歳未満の人の自己負担限度額（月額）

70歳以上の人の自己負担限度額（月額）

※自己負担額の計算条件（７０歳未満の人の場合）
①暦月（１日～末日）ごとに計算をします。
②同じ医療機関でも医科と歯科、外来と入院はそれぞれ別計算になります。
③２つ以上の医療機関にかかった場合には別計算になります。
④入院時の食事代や、差額ベッド代など保険適用外の医療行為は対象外です。

※自己負担額の計算条件（７０歳以上の人の場合）
①暦月（１日～末日）ごとに計算をします。
②外来は個人単位でまとめ、入院を含む自己負担額は世帯単位で合算します。
③病院・診療所、医科・歯科の区別なく合算します。
④入院時の食事代や、差額ベッド代など保険適用外の医療行為は対象外です。
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○未就学児にかかる軽減
　子育て世帯の経済的負担軽減を図るため、未就学
児（６歳に達する日以後最初の３月31日以前である
被保険者）の均等割額が５割軽減されます。

納付が猶予されます。
　これらの保険料免除・納付猶予期間（一部免除を
含む）は、年金受給に必要な期間に算入することが
できます。
　免除の承認期間については７月から翌年６月まで
となります。ただし、全額免除または納付猶予を承
認された方が、翌年度以降も引き続き申請を行うこ
とを希望された場合は、改めて申請を行わなくても
継続して申請があったものとして、自動的に審査を
行います。
１秩父年金事務所☎２７－６５６０
保険年金課国民年金担当☎２５－５２０１
各総合支所市民福祉課　吉田☎７２－６０８２
大滝☎５５－０８６３　荒川☎５４－２３９５

送付時期　７月中旬発送予定
軽減制度
○所得の少ない世帯に対する軽減
　国民健康保険税（以下、国保税）は、①所得割、
②資産割、③均等割、④平等割に基づき課税されま
すが、所得が一定基準以下の世帯に対し、均等割と
平等割を軽減する制度があります。
　該当者は申請をしなくても軽減されますが、世帯
主および世帯内の加入者（特定同一世帯所属者を含
む）の中に未申告者などがいる場合、軽減対象世帯
であっても適用は受けられません。
【対象となる世帯】

○後期高齢者医療制度移行による平等割の軽減
　国民健康保険の加入者が、後期高齢者医療制度へ
移行したことにより、その世帯の国民健康保険加入
者が１人だけとなった場合、平等割が５年間半額に
なり、その後、３年間は４分の１が軽減されます。（該
当者は申請をしなくても軽減されますが、世帯構成
が変わると対象外になる場合があります）
○社会保険等の被保険者だった方の減免
　社会保険等の被保険者が後期高齢者医療制度に移
行したことにより、その被扶養者（65～74歳）が国
民健康保険に加入した場合、申請により、国保税を
減免します。
○非自発的失業者に対する軽減
　倒産・解雇・雇い止めなどにより離職をされた方
は、申請により国保税を軽減します。
【対象となる方】
離職時点において65歳未満の方で、雇用保険受給
資格者証の離職理由コードが11、12、21、22、23、
31、32、33、34に該当する方
○産前産後期間相当分の減免
　令和５年11月１日以降に出産または出産予定の国
民健康保険の加入者が、その年度に納める国保税の
所得割と均等割額から、出産予定日または出産日が
属する月の前月から４か月間（多胎妊娠の場合は、
出産予定日または出産日が属する月の３か月前から
６か月間）相当分が申請により減免されます。
○賦課限度額の改定
　賦課限度額（上限）について、支援分が20万円か
ら22万円に改定されました。
１保険年金課☎２５－５２０１

　国民年金には、保険料を納めることが経済的に困
難な場合に、申請によって保険料の納付が「免除」
または「猶予」される制度があります。
　この制度は、本人とその配偶者および世帯主の前
年の所得が一定の基準額以下の場合に承認されるも
のです。「免除」には、保険料の全額が免除される
「全額免除」、世帯の所得に応じて保険料の一部を納
付して残りが免除される「４分の３免除」「２分の
１免除」「４分の１免除」の４種類があります。一
部免除の場合、一部保険料を納付しないとその期間
の一部免除は無効となり、未納期間となります。「納
付猶予」は、50歳未満の方で世帯主の所得が多く、
保険料免除に該当しない場合でも、本人および配偶
者のみの所得で審査をして基準を満たせば、保険料

令和６年度国民健康保険税納税通知書を送付します

国民年金の保険料免除制度

前年の総所得金額等 軽減割合
世帯の所得が43万円＋｛（※1給与所得者等の
数－１）×10万円｝以下 ７割

世帯の所得が43万円＋｛29万5千円×（加入
者数＋※2特定同一世帯所属者数）｝＋｛（※1給
与所得者等の数－１）×10万円｝以下

５割

世帯の所得が43万円＋｛54万5千円×（加入
者数＋※2特定同一世帯所属者数）｝＋｛（※1給
与所得者等の数－１）×10万円｝以下

２割

※１�給与所得者等とは、一定の給与所得者（給与収入が55
万円を超える方）と公的年金所得者（公的年金等の収
入が60万円を超える65歳未満の方、または公的年金等
の収入が125万円を超える65歳以上の方）をいいます。

※２�特定同一世帯所属者とは、国民健康保険に加入したま
ま75歳を迎えることにより後期高齢者医療制度へ移行
した方です。


